


夢はまだ定まらなくても、夢はまだ定まらなくても、 7期生の今思う
“夢”とは！
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◆第5回もったいない運動えどがわ区民大会◆
●日　　時：　平成23年3月5日（土）13：30～15：30
●会　　場：　タワーホール船堀5階　大ホール
●参加方法：　申し込みは不要。会場に直接おこしください。（12：45開場、13：30開会）
もったいない運動えどがわ区民大会では、地球温暖化防止につながる多くの取り組みが紹介され、表彰されます。
あなたにもできる取り組みがきっと見つかります。ぜひ、会場に足をお運びください。

会員募集中！ エコセンターでは多くの方が会員になって、様々なエコ活動を広めています。
あなたも参加しませんか？詳しくはエコセンターまで。

問合せ先／特定非営利活動法人えどがわエコセンター　☎5659-1651

ボランティア保険の新年度分受付が始まります！
　ボランティアセンターでは、ボランティア活動中のケガや事故に備えるための「ボランティア保険」の受付を
行っています。ボランティア活動を安心して行うために、ボランティア保険に加入することをお勧めします。

学びを大いに楽しんでいる学びを大いに楽しんでいる

【概　　　　要】  ・傷害保険と賠償責任保険がセット
　　　　　　　  ・掛け捨ての年度保険（4月1日以降受付翌日から翌年3月31日まで適用）
　　　　　　　  ・保険料は300円から1,400円までの6プラン
　　　　　　　　  平成23年度分の加入手続きは、3月中旬からボランティアセンターで受け付けます。
　　　　　　　　     3月26日（土）・4月9日（土）午前10時～12時、清新町ボランティア活動室で出張受付を実施します。

【持参するもの】  ・加入者名簿（氏名、住所、電話番号、加入プラン）
　　　　　　　  ・ボランティアセンターに登録している団体・個人は保険料の助成があるため、団体代表者または個人登録者の印鑑。

【お問い合わせ】　 ボランティアセンター
　　　　　　　　 住所：江戸川区松島1-38-1グリーンパレス1階　　電話：5662-7671　FAX：3653-0740
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水と緑のまちづくりを夢見て
　39年間のサラリーマン生活を終え、退職後の人生を考えるな

かでもっと江戸川区のことを知りたいと思い、インターネット

で知った「江戸川総合人生大学」に入学。江戸川まちづくり学科

に所属し、フィールドワークやえどがわ入門の授業を通じて、

江戸川区では行政、NPO、関係団体が相互に連携しネットワー

クを構成、豊かで住みよいまちづくりに取り組んでいることを

知りました。

　まだ学びの途中で将来の夢は模索中ですが、卒業後はこうし

た活動に参加し、江戸川区の特徴である水と緑を活用したまち
づくりに貢献したいと密かに夢見ています。

自然環境との関わりを目指して
　私はこの江戸川区の農業また農地がこれ以上都市化にならぬ

よう、何とか保全できないものかと思っています。

　近年、若い世帯の中には“週末ファーマー”といわれる人たちが
全国的に増えつつあります。江戸川区でも若い人たちが農業に
関心を持てるような企画立案のもと、例えば親子で田植をしたり、
土や水、苗木に触れることで、子どもたちの将来においても自然に
対する見方が大きく変わってくるのではないかと考えています。
　私の夢は農業（土壌）との関わりのなかで、人間形成をもできる
ような活動を実現できればと、強く感じ始めています。

江戸川まちづくり学科

私たちの夢
　私たちの夢は学科を学び終えたら、教わった知識を基に地域
に役立つ活動をする事です。クラスメイトや学科の先輩の知
識・経験談を伺いながら連帯感を強め積極的に行動したいと思
います。
　クラスには海外在住の長かった人、外国を多数訪れたことがある
人、仕事を通じ外国の方と交際している人など多数在籍しており、

また外国語の出来る人もいるので、地域の外国人コミュニティの
立ち上げに大変心強いメンバーだと思います。
　外国では、ボランティアやチャリティ活動などへの参加が
積極的なように思います。その点、比較すると日本人は消極的
ですが、私たちはライフワークとして人生大学の仲間と一緒に
ボランティア活動を行い、地域に貢献できるよう努力したいと
考えています。
　江戸川区在住の外国人の方にアドバイザーとしてコミュニ
ティづくりに協力することも大きな仕事と考えます。
　健康で明るい生活と共に、江戸川区が行政もコミュニティも
日本の自治体の模範となるよう、勉強し行動したいです。夢の
実現に向けて全員協力してがんばります。

（国際７期：矢島、寺本）

（まち７期：S.S.）

国際コミュニティ学科
私たちの夢

◆グループ、団体等で社会貢献しながら大学2年間を学び、何か
　結果を残すこと。
◆高齢者や障がい者などの社会的弱者と言われている人たちが
　自分らしく生きることができるようなお手伝いをすること。
◆大学を通して学んだことを活かし、様々な事に挑戦し自分の
　心と今後の人生を豊かに送ること。
◆知らないことをいっぱい吸収する楽しさや、知る喜びを通じ
　て自分を成長させること。
◆大学での学びを通して、人に対しての思いやりや気配りが自
　然と出せる人間関係を築き、ご近所、地域に広げ、楽しく充実
　した日々を過ごすこと。
◆町内会の中に「おしゃべりサロン」を開くこと。人とのコミュ
　ニケーションを大切にして行きたい。
◆自分が「これだ！」と思うものを学ぶこと。
◆大学を卒業すること。
◆身近な介護のことに役立てたい。
◆やりがいを感じられることに出会って、死の前日まで働いて
　いたい。

◆難しい問題なのでまだどのように関わったらよいかわから
　ないが、児童虐待を少しでも無くす、減らすことに関わりたい。
◆地域の人たちに接して自分にできることをみつけること。
◆介護・福祉の学びを通じて、新しい目標（何ができるか、何を
　したいか）を見つけたい。
◆自分に何ができるのか、楽しみながらできることを探して
　いきたい。
◆チャレンジする気持ちを持って夢を作っていきたい。

（介護７期：滝川、齊藤）

介護・福祉学科

夢をつなぐみんなの声
(1)動機
　◆学ぶ楽しさをもう一度味わいたいと思い、入学を決意した。
　　それと同時に、未来を担う子どもたちのために、彼らが身近
　　に自然と触れ合い、虐待やいじめのない環境づくりに貢献
　　したい。
　◆子育てが一段落した今、子育ての中で学んだことを活かして
　　いきたい、もっと子どもへの理解を深めたいという思いが
　　わき、入学した。
　◆大学に入った動機は、「生きがい」を見つけること。今はまだ
　　はっきりと分からないけれど、卒業する頃には見えてくる
　　かもしれないと思う。

(2)希望
　◆保育、障がい者支援にトライ！！
　◆子どもの気持ちを少しでも理解できるようになりたい。
　◆地域全体で子どもを育てる『孤立しない子育て』を実現し
　　たい。地域に暮らす皆で子どもを見守る体制づくりをして
　　いきたいと思う。
(3)目標
　◆未来を築く子どもたちと、その子どもを育てる親のために、
　　わずかでも力を尽くしたいと考えている。
　◆発達障がいのことを多くの人に理解してもらい、偏見のない
　　社会にしたい。特に、幼児期から就学後へと続く問題をなぜ
　　そうなってしまったのか考え、応援していきたい。
　◆一人ひとりの子どもたちを幸福にしたい。そのために今私が
　　できることは、この大学でしっかり学んでいくことである。
　◆自身の経験から、学校支援・学習支援の必要性を強く感じる。
　　今、学校現場は教員だけで対応することが困難な課題（学力
　　格差や不登校など）を数多く抱えている。そのような現状を
　　少しでも改善していきたいと考えている。
　◆年齢に関係なく、勉強の話であろうと何であろうと楽しく語り
　　合う仲間を持ちたい。そのために努力する自分でありたい。

（子ども７期：鹿野、丸田）

子ども支援学科

（まち７期：O.K.）

グループワークの様子（子ども７期）

昨年(第４回)の活動紹介のようす




	

